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①要約： 

このアイデアは、アルツハイマー病の早期検出を目指し、歩行状態をドップラーレーダーで

分析するというものです。歩行の異常を検出することにより、アルツハイマー病のリスクを

評価し、早期介入を行うことができます。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、アルツハイマー病の早期検出を行うことです。アルツハイマー病は

診断が難しく、治療法も限られているため、早期に病気を発見し、適切なケアや治療を提供

することが重要です。このアイデアは、被験者の歩行状態を分析することで、アルツハイマ

ー病のリスクスコアを算出し、早期の介入を可能にすることを目指しています。 

 

③新規性： 

このアイデアの新規性は、歩行状態をドップラーレーダーで検出するという点にあります。

他の既存のアルツハイマー病の検出方法では、認知タスクや画像解析などを使用していま

すが、このアイデアではドップラーレーダーを利用し、歩行状態に基づいて病気のリスク評

価を行います。また、二つの AI を組み合わせたアンサンブル学習手法も新規性を持ってい

ます。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、ドップラーレーダーによる歩行状態の分析という点にあります。

他の既存のアルツハイマー病の検出方法では、血液検査や脳波計測などが主流ですが、この

アイデアでは歩行状態を利用することで、より身体的な指標から病気を検出する試みを行

っています。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、アルツハイマー病の早期検出および適切なケア・治療の実現に

あります。アルツハイマー病は高齢者の中で増加傾向にあり、予防や早期対策が重要と言わ

れています。早期に病気を発見し、適切な介入を行うことで、患者や家族の生活の質を向上

させることができます。また、医療費や介護費の削減にも寄与することが期待されます。 

  


